
※意見書は意見の理由を含めて日本語で記載してください。
・準備書についての環境保全の見地からの意見

・日付、意見書を提出する準備書の名称(右記載例参照)
・住所、氏名、及び意見

・愛知県知事宛てであること
記載が必要な事項

その他
様式、その他詳細は愛知県都市計画課のホームページで

   ご確認ください。

提出期限 令和 5年 11月 20日(月) 必着
（〒460-8501 住所不要）

提 出 先 愛知県都市・交通局都市基盤部都市計画課

準備書について、 環境保全の見地から意見書を提出することができます。
「意見書」の提出について

「環境影響評価準備書」の縦覧について
縦覧期間 令和5年10月3日(火)～11月6日(月) [ 土曜 ・日曜及び祝日を除く ]
縦覧場所 愛知県都市 ・交通局都市基盤部都市計画課 (午前 8時 45分～午後 5時 30分 )
                  一宮市まちづくり部都市計画課（午前8時 30分～午後5時 15分）
インターネットによる公表 愛知県都市 ・交通局都市基盤部都市計画課ホームページ

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toshi/
[ ホームページ上では縦覧期間中の土曜・日曜及び祝日を含み、 終日縦覧可能です。 ]

＜意見書の記載例＞
令和5年●月●日

住 所　　〇〇市〇〇
ふりがな
氏 名　　〇〇　〇〇

尾張都市計画道路1・3・2号 名岐道路 環境影響評価準備書に関する意見書

表題の件について意見書を提出します。

愛知県
　代表者　愛知県知事 殿

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

愛知県都市・交通局都市基盤部都市計画課
〒460-8501  愛知県名古屋市中区三の丸3-1-2
TEL 052-961-2111(代表) 052-954-6517(ダイヤルイン）
ホームページ https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toshi/

〇〇 〇〇

令和5年 10月

都市計画手続 及び 環境影響評価手続の流れ

尾張都市計画道路1 ・ 3 ・ 2 号

環境影響評価準備書のあらまし

環境影響評価手続の流れ

計画段階環境配慮書の公表･縦覧(国)

環境影響評価方法書の作成

環境影響評価方法書の公告･縦覧、意見書の受付
説明会の開催

環境影響評価の項目等の選定

環境影響評価の実施
(調査･予測･環境保全措置の検討･評価)

環境影響評価準備書の作成

環境影響評価書の作成

現在はこの
段階です

環境影響評価準備書の公告･縦覧、意見書の受付
説明会の開催

環境影響評価書の公告･縦覧

都市計画素案の作成、説明会の開催(市)

都市計画の案を作成するための基本方針の決定

都市計画の案を作成するための基本方針(案)の作成

基本方針(案)の縦覧、意見書の受付
説明会の開催

都市計画原案の作成、公聴会の開催(県)

都市計画の案の作成

都市計画の案の公告･縦覧、意見書の受付

愛知県都市計画審議会での審議

都市計画決定告示・都市計画図書の縦覧

都市計画手続の流れ

同時

同時

同時

令和5年10月

E41 東海北陸自動車道



はじめに

●名岐道路は、国道 22 号と並行し、愛知県一宮市から岐阜県岐阜市を結ぶ高規格道路です。

●本事業においては、一宮市街地にあたる名古屋高速１６号一宮線一宮東出口から東海北陸
自動車道一宮木曽川 ICまでの延長約 7.5kmを対象として整備を行います。

●この「環境影響評価準備書のあらまし」は、環境影響評価における調査・予測・環境保全
措置の検討・評価の結果を示し、環境の保全に関する考え方をとりまとめた「環境影響評
価準備書」の概要を示したものです。

名岐道路の整備効果

環境影響評価（環境アセスメント）とは

●規模が大きく環境影響の程度が著しいものとなるおそれのある開発事業の内容を決めるに
当たって、環境にどのような影響を及ぼすかについて、調査・予測・環境保全措置の検討・
評価を行い、その結果を公表して一般の方々、地方公共団体などから意見を聴き、それら
を踏まえて環境の保全の観点からよりよい事業計画（都市計画）を作り上げていこうとい
う制度です。

配慮書
事業の位置・規模等の
検討段階において、環
境保全のための適切な
配慮事項について検討
を行い、その結果をま
とめるものです。

方法書
どのような項目につい
て、どのような方法で
調査・予測・評価をし
ていくのかという計画
を示すものです。

準備書
調査・予測・環境保全
措置の検討・評価の結
果を示し、環境の保全
に関する考え方をとり
まとめるものです。

現在は
この段階
です

評価書

準備書に対する意見を
踏まえ、必要に応じて
準備書の内容を見直す
ものです。
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■　環境影響評価に関する図書

都市計画対象道路事業の概要（事業特性）

■　全体概要図

都市計画対象道路事業
の名称

都市計画決定権者
の名称

種類

規模

車線の数

設計速度

道路区分

尾張都市計画道路 1・3・2号
名岐道路

愛知県

指定都市高速道路または
一般国道の改築
延長 約 7.5 ㎞

4車線

80km/h

第 2 種第 1 級
（自動車専用道路）

■　計画概要 ■　工事計画の概要

区 間

中間インターチェンジ
【両郷町出口（仮称）・常願通南入口（仮称）】

端末インターチェンジ
【高田南出口（仮称）・高田西入口（仮称）】

一宮木曽川ジャンクション（仮称）

連絡予定道路

国道22号

国道 22号

東海北陸自動車道

■　インターチェンジ等

E1E1

岐阜県岐阜県

愛知県愛知県

名岐道路：延長約７.５ｋｍ名岐道路：延長約７.５ｋｍ 21

156

22

　　　：高速道路等

　　　：一般国道（直轄）　

　　　：高速道路等

　　　：一般国道（直轄）　

N

一宮
JCT
一宮
JCT

一宮西
IC
一宮西
IC

一宮東
出口
一宮東
出口

一宮木曽川
IC

一宮木曽川
IC

一宮中
入口
一宮中
入口

一宮東
入口
一宮東
入口

一宮
IC
一宮
IC一宮南

出口
一宮南
出口

西春
出入口
西春
出入口

一宮西春
出入口
一宮西春
出入口春日

出入口
春日
出入口

平田IC平田IC

名古屋高
速16号

一宮線

名古屋高
速16号

一宮線

清州
JCT
清州
JCT

岐阜各務原
IC

岐阜各務原
IC

東海北陸自動車道

東海北陸自動車道

尾西
IC
尾西
IC

各務原市各務原市

大口町大口町

江南市江南市

小牧市小牧市

北名古屋市北名古屋市

岩倉市岩倉市

清須市清須市

稲沢市稲沢市
一宮市一宮市

岐南町岐南町

岐阜市岐阜市
笠松町笠松町

名古屋市
（西区）
名古屋市
（西区）

至 大阪

至 東京至 楠 JCT至 楠 JCT

C2C2

E41E41

E1E1

至 美濃加茂

清州東
IC
清州東
IC

JCT

清州東
IC
清州東
IC

一宮稲沢北
IC

一宮稲沢北
IC

①掘削工

②舗装工・設備工

③基礎杭工

④土留工

 掘削・支保工

⑥橋脚構築工

 橋桁架設工

⑧床版工

⑨舗装工・設備工

準備工

高架 下部工

高架 上部工

 工事は、準備工として国道 22 号
改良工事（副道の廃止、盤下げ等）
を行った上で、橋台・橋脚の基礎と
しての杭を施工し、土留め、掘削を
行った後、橋台・橋脚の躯体を構築
します。
 躯体完成後、橋桁を架設し、床版
を施工した後に舗装工・設備工を施
工して完成となります。
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至 大垣

清
須
出
入
口

清
須
出
入
口



一宮市

稲沢市

岩倉市

各務原市

笠松町

笠松町愛知県

岐阜県

0 1 2km

一宮東出口

一宮中入口
中間 IC

端末 IC 一宮木曽川 JCT（仮称）

常願通南入口(仮称)

両郷町出口(仮称)
高田南出口(仮称)

高田西入口(仮称)

一宮東入口

凡 例

工事用道路等の設置が予想される概ねの範囲を含む区域）
既設出入口
新設出入口

都市計画対象道路事業実施区域
（当該事業により土地の形状の変更並びに工作物の新設及び
増設が予想される概ねの範囲であり、工事施工ヤード及び

インターチェンジ等区域
名岐道路
 名古屋高速一宮線
 名神高速道路、東海北陸自動車道

●道路構造は、嵩上式（高架構造）を計画しています。
■　構造の概要 ■　計画交通量（令和 22 年）

区　間

一宮東入口～一宮東出口

一宮東出口～一宮中入口

一宮中入口～両郷町出口（仮称）

両郷町出口（仮称）～常願通南入口（仮称）

常願通南入口（仮称）～高田南出口（仮称）

高田南出口（仮称）～高田西入口（仮称）

高田西入口（仮称）～一宮木曽川 JCT（仮称）

58,800

55,800

52,600

47,300

42,700

35,700

28,400

計画交通量
（台 /日）

都市計画対象道路事業実施区域　位置図
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一宮 IC

整備前 整備後

至 大阪至 大阪

至 東京至 東京

至 一宮 JCT至 一宮 JCT

至 高山 至 高山 
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●対象道路は、主に現道上における高架構造を採用し、地形の改変をできる限り避けた計画とし
 ます。

●工事施工ヤードは、できる限り既存道路（国道 22号）を利用する計画とします。

●工事用道路は、既存道路を利用するため、新たな工事用道路は設置しない計画とします。

●工事は、原則として昼間に行い、工種（橋梁の架設等）によっては夜間作業が発生する場合が
 想定されますが、可能な限り少なくする計画とします。

●工事に用いる建設機械は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（ただし、法の適
用除外の機種については「排出ガス対策型建設機械指定制度」の二次基準以降）に適合した建
 設機械、低騒音・低振動型建設機械を基本とし、環境負荷が小さいものを使用する計画としま
 す。

●工事用車両の運行にあたっては、工事用車両の分散、アイドリングストップの励行などエコド
 ライブを作業者に徹底させることにより、環境負荷の低減を図ります。

●工事施工ヤードにおける散水や必要に応じた仮囲い等の設置、工事用車両のタイヤ洗浄を行う
 ことにより、粉じん等の飛散を防止する計画とします。

●土地の改変区域については、工区を細分化することで全面裸地化を回避し、水の濁りの発生を
抑えることにより、工事による濁水の流出を防止する計画とします。

●工事排水の処理方法等については、事業実施段階において、周辺の公共用水域・井戸等におけ
る水質基準が維持されるように、水路の状況等を調査・検討の上、関係機関と調整・協議し、
関係法令等に基づき適切に対応します。

●工事従事者への講習・指導として、工事区域外への立ち入りを制限することにより、人為的な
 攪乱による動植物への影響の低減に努めます。

●走光性のある重要な種の生息環境となる水田等の近傍に設置する道路照明について、ルーバー
付照明器具の採用、照明光の波長や設置高さ等の配慮を行うことにより、照明光への誘引を抑
 え、走光性のある動物への影響の低減に努めます。

●国道 22号改良工事（盤下げ）に伴い一部の横断ボックスを廃止する計画としていますが、国
道22号と交差する大江川沿いのウォーキングコース（市北東部 大江川河畔（浅井山公園～
中保健センター））については、関係機関と協議の上、利用者に対する付近の横断歩道への誘
導等を適切に行うことにより、利用の支障が生じないように努めます。

●事業実施段階における詳細な工事計画の検討にあたっては、本事業と類似する先行事例等を参
考に環境の保全について適正な配慮を行います。

環境保全への配慮事項
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大気質

■　調査・予測地点　位置図

環境影響評価の結果の概要

※1 〇 選定した項目
※2 この表は、国土交通省令、県条例などに基づき作成しています。

生物の多様性の確保及び
自然環境の体系的保全を
旨として調査、予測及び
評価されるべき環境要素

人と自然との豊かな触れ
合いの確保を旨として調
査、予測及び評価される
べき環境要素

環境への負荷の量の程度
により予測及び評価され
るべき環境要素

環境の自然的構成要因の
良好な状態の保持を旨と
して調査、予測及び評価
されるべき環境要素

二酸化窒素、浮遊粒子状物質

粉じん等

騒音

大気質

低周波音

水質（水の濁り）

日照阻害

動物（重要な種及び注目すべき生息地）

植物（重要な種及び群落）

生態系（地域を特徴づける生態系）

景観（主要な眺望点及び景観資源並びに
主要な景観）

人と自然との触れ合いの活動の場
（主要な人と自然との触れ合いの活動の場）

地域の歴史的文化的特性を生かした環境
の状況

廃棄物等（建設工事に伴う副産物）

温室効果ガス等

環境要素の区分

土地又は工作物
の存在及び供用

工事の実施環境要因の区分

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
振動

●環境影響評価の項目については、事業特性及び地域特性、知事等の意見を踏まえて以下の
とおり選定しました。

環境影響評価項目

①
②

③ ④①

⑥

④

②①
③ ②

凡　例
： 都市計画対象道路事業実施区域
：建設機械の稼働に係る大気質　予測地点

：工事用車両の運行に係る大気質　予測地点
：自動車の走行に係る大気質　予測地点
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②ウォーキングコース （市南東部）
　 丹陽町の名所旧跡と緑道巡り

②一宮市役所

①常保寺のイチョウ

①浅野公園

③ウォーキングコース （市南東部）
　 西成の寺社巡り

④ウォーキングコース （市北東部）
　 大江川河畔 （浅井山公園～中保健センター）

①ツインアーチ 138①ツインアーチ 138

②伊冨利部古墳

 ウォーキングコース （市北西部）
　 木曽川寺社巡り

景観・人と自然との触れ合いの活動の場・地域の歴史的文化的特徴を生かした環境の状況 

凡　例
： 都市計画対象道路事業実施区域
：景観　調査地点 （主要な眺望点）
： 景観　調査地点 （景観資源*）
： 人と自然との触れ合いの活動の場　調査地点
：地域の歴史的文化的特性を生かした環境の状況　調査地点

①木曽川堤・桜並木

③大江川緑道

②１３８タワーパーク
（国営木曽三川公園）

①
②

③ ④

①
②

③ ④①

⑥

④

②①
③

②

凡　例
： 都市計画対象道路事業実施区域

：建設機械の稼働に係る騒音 ・ 振動　予測地点

：工事用車両の運行に係る騒音 ・ 振動　予測地点

：自動車の走行に係る騒音 ・振動　予測地点

騒音・振動

低周波音・日照阻害

凡　例
： 都市計画対象道路事業実施区域

： 低周波音 ・ 日照阻害　予測地点

■　調査・予測地点　位置図

環境影響評価の結果の概要

※ 上記以外の調査・予測地点は、「尾張都市計画道路 1・3・2号 名岐道路 環境影響評価準備書（令和 5年 10月、愛知県）」をご覧ください。

*　景観資源には、 愛知県・岐阜県に広がる
    濃尾平野を含みます。

工事用車両の運行に伴う二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び粉じん等（降下ばいじん量）は、基準又は
目標、参考となる値以下になると予測されます。

1

2

予測地点

一宮市朝日 2丁目・
一宮市赤見 3丁目

西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側

二酸化窒素（ppm）
日平均値
の年間
98％値

基準又は
目標

基準又は
目標

浮遊粒子状物質（mg/m3） 粉じん等 (t/km2/ 月 )

季節別降下
ばいじん量

参考
となる値

日平均値
の年間
2％除外値

0.04～0.06
のゾーン内
又はそれ以下

0.026
0.027
0.026
0.027
0.026
0.027
0.025
0.026
0.025
0.025
0.024
0.024

3 一宮市佐千原梅坪

4 一宮市更屋敷五反畑

5 一宮市浅野花ノ木

6 一宮市両郷町 3丁目・
一宮市常願通 9丁目

0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043
0.043

0.4
0.6~0.8
0.4~0.6
0.6~0.7
0.5~0.8
0.6~0.7
0.5~0.7
0.5~0.6
0.6~1.1
0.3~0.6
0.5~0.9
0.3~0.5

0.10
以下

10
以下

一宮市島崎 1丁目・
一宮市平島 1丁目

建設機械の稼働に伴う二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び粉じん等（降下ばいじん量）は、基準又は目標、
参考となる値以下になると予測されます。

1

予測地点

一宮市
赤見4丁目

一宮市
富塚西長筬

西側

西側
東側

二酸化窒素（ppm）

日平均値
の年間
98％値

基準又は
目標

基準又は
目標

浮遊粒子状物質（mg/m3） 粉じん等 (t/km2/ 月 )

季節別降下
ばいじん量

参考
となる値

日平均値
の年間
2％除外値

0.04～0.06
のゾーン内
又はそれ以下

0.0334
0.0372
0.0284

0.0444 3.6 ～ 5.4
5.7 ～ 7.2
2.9 ～ 4.4

0.0450
0.0437

0.10
以下

10
以下

東側 0.0310 3.8 ～ 4.40.0440
2

【基準又は目標・参考となる値】（大気質）【基準又は目標・参考となる値】（大気質）

基準又は
目標

参考
となる値

二酸化窒素

浮遊粒子状物質

粉じん等

「二酸化窒素に係る環境基準について」
(昭和53年環境庁告示第 38号 )

「大気の汚染に係る環境基準について」
(昭和48年環境庁告示第 25号 )

スパイクタイヤ粉じんにおける生活環境の保全が必要な地域の指標を参考とした目安 20t/km2/ 月※

から、降下ばいじん量の比較的高い地域の値である 10t/km2/ 月を差し引いて設定された値。
 ※「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施行について」
（平成2年 7月、環大自第 84号）

1時間値の 1日平均値が0.04ppmから
0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。

1時間値の 1日平均値が0.10 mg/m3以下であること。

※1 予測は、二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び粉じん等の影響が最も大きい工種を対象としています。 
※2 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における工事敷地境界（道路敷地境界）の地上1.5ｍとしました。

※1 予測は、工事用車両の平均日交通量が最大になると予想される時期を対象としています。
※2 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における道路敷地境界の地上 1.5ｍとしました。

■ 環境影響評価の結果の概要

１. 大気質
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環境影響評価の結果の概要



環境影響評価の結果の概要

自動車の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、基準又は目標の値以下になると予測され
ます。

1

2

予測地点

一宮市朝日 2丁目・
一宮市赤見 3丁目

西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側
南西側

二酸化窒素（ppm）

日平均値
の年間
98％値

基準又は
目標

基準又は
目標

浮遊粒子状物質（mg/m3）

日平均値
の年間
2％除外値

0.04～0.06
のゾーン内
又はそれ以下

0.026
0.026
0.025
0.025
0.025
0.025
0.025
0.026
0.024

3 一宮市高畑町 2丁目・
一宮市東島町 2丁目

4 一宮市佐千原梅坪

5 一宮市大毛八幡

0.0433
0.0433
0.0432
0.0433
0.0432
0.0433
0.0433
0.0433
0.0432

0.10
以下

一宮市浅野長池

<大気質>
二酸化窒素                       :              

浮遊粒子状物質                 :

粉 じ ん                             :

ppm                               :
 (parts per million)

日平均値の年間 98％値      :

日平均値の年間 2％除外値  :

大気中の窒素酸化物の主要成分です。物の燃焼で発生した一酸化窒素が空気中
で酸化して生成するほか、物の燃焼により直接発生するものもあります。

大気環境中に浮遊する微細な粒子状の物質のことです。大気中の粉じんには粒
径、成分の様々なものがあり、一般的には粒径が 10  （=0.01mm）以下の
小さなものを「浮遊粒子状物質（SPM）」といいます。

大気環境中に浮遊する微細な粒子状の物質のことです。一般的には粒径が 10
 程度以上の大きさのものを「降下ばいじん」といいます。

物質の割合を表す単位。1ppmとは 1m3 の空気中に 1cm3 の物質が存在する
場合の濃度を示します。

1年間を通じて得られた日平均値のうち、低い方から数えて 98%目に当たる
値を示します。

1年間を通じて得られた日平均値のうち、高い方から数えて２％の範囲にある
測定値を除外した後の最高値を示します。

１.大気質
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※ 予測地点は、住居等の保全対象や道路構造、交通条件により選定した断面における道路敷地境界の地上 1.5mとしました。

用語

 建設機械の稼働に伴う騒音は、環境保
全措置として防音パネルなどを設置する
ことにより、基準又は目標の値以下にな
ると予測されます。

工事用車両の運行に伴う騒音は、基準又は目標の値以下、もしくは現況値に対して増加しないと予測さ
れます。

２. 騒音

一宮市常願通 6丁目・
一宮市常願通 7丁目

西側

西側

東側

東側

一宮市赤見 4丁目1

2

予測地点 基準又は
目標

騒音レベル
（ A5 又は A,Fmax,5）

79~92[82]

79~92[82]

97[83]

99[85]

85

【環境保全措置】
番号 1 上部工の鋼橋架設において、足
    場に高さ 3.0mの防音シート
    （2 枚）又は防音パネル（1枚）
    を設置
番号 2 準備工において、工事敷地境界
    付近に地表面から高さ 3.0m の
    防音シート（2枚）又は防音パ
    ネル（1枚）を設置          

※1 [   ] 内の数値は、環境保全措置を講じた値です。
※2予測は、騒音の影響が最も大きい工種を対象としています。
※3 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における工事
敷地境界（道路敷地境界）の地上1.2mとしました。

[建設機械の稼働 ]

騒音レベル
（ A5 又は A,Fmax,5）

「騒音規制法」（昭和43年法律第 98号）
に基づく特定建設作業に伴って発生する
騒音の規制に関する基準

特定建設作業の場所の敷地の境界線において、
85dBを超える大きさのものでないこと

[工事用車両の運行 ]

等価騒音レベル
（ Aeq）

「騒音に係る環境基準について」
（平成 10 年環境庁告示第64号）

幹線交通を担う道路に近接する空間
 昼間 70dB 以下

[自動車の走行 ]

等価騒音レベル
（ Aeq）

「騒音に係る環境基準について」
（平成 10 年環境庁告示第64号 )

幹線交通を担う道路に近接する空間
 昼間 70dB 以下   夜間 65dB以下
B地域のうち 2車線以上の車線を有する道路に面する地域及び
C地域のうち車線を有する道路に面する地域
 昼間 65dB 以下   夜間 60dB以下

[単位 dB]

[ 単位 dB]

※1「昼間」は6時～22時、「夜間」は22時～6時を示します。
※2「B地域」及び「C地域」は、騒音に係る環境基準の地域の類型を示します。

※「昼間」は6時～22時を示します。
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※1予測は、工事用車両平均日交通量が最大になると予想される時期を対象としています。
※2 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における道路敷地境界の地上 1.2mとしました。

【基準又は目標】（騒音）

一宮市朝日 2丁目・
一宮市赤見 3丁目

一宮市島崎 1丁目・
一宮市平島 1丁目

1

2

予測地点
基準
又は
目標

等価騒音
レベル
（ Aeq）

現況値

一宮市佐千原梅坪3

72
72
69
69
64

64

西側
東側
西側
東側
西側
東側

70

72

69

64

一宮市浅野花ノ木

一宮市更屋敷五反畑4

5

予測地点
基準
又は
目標

等価騒音
レベル
（ Aeq）

現況値

一宮市両郷町 3丁目・
一宮市常願通 9丁目6

60

60
70

70
70
70

西側
東側
西側
東側
西側
東側

70

60

70

70



環境影響評価の結果の概要

自動車の走行に伴う騒音は、環境保全措置として遮音壁の設置等を実施することにより、基準又は目標
の値以下になると予測されます。

近接
空間

近接
空間

背後
地

背後
地

予測地点
予測
高さ
（ｍ）

道路境
界から
の距離
(m)

名岐
道路

名岐道
路以外
の道路

予測
結果

基準
又は
目標

名岐
道路

名岐道
路以外
の道路

予測
結果

基準
又は
目標

昼間 夜間
等価騒音レベル（ Aeq）

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

0

0

20

20

0

0

20

20

60[60]

59[59]

58[58]

58[58]

60[60]

59[59]

58[58]

57[57]

71[67]

71[64]

66[60]

66[59]

71[67]

71[64]

66[60]

66[59]

71[68]

72[65]

67[62]

67[62]

71[68]

72[65]

67[62]

67[61]

56[56]

56[56]

54[54]

54[54]

56[56]

55[55]

54[54]

54[54]

65[62]

66[58]

61[55]

61[54]

65[61]

66[58]

61[54]

60[53]

66[63]

66[60]

62[57]

61[57]

66[62]

66[60]

62[57]

61[57]

70

65

70

65

65

60

65

60

1

近接
空間

近接
空間

背後
地

背後
地

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

0

0

20

20

0

0

20

20

61[60]

60[60]

59[59]

59[58]

60[60]

60[59]

59[59]

59[58]

73[68]

74[66]

69[63]

69[62]

73[68]

74[66]

69[61]

68[60]

73[69]

74[67]

69[64]

69[64]

73[69]

74[67]

69[63]

69[62]

57[57]

56[56]

56[56]

55[55]

57[57]

56[56]

56[55]

55[55]

67[63]

68[60]

63[56]

63[56]

67[62]

68[60]

63[55]

62[54]

68[64]

68[61]

64[59]

64[58]

68[63]

68[61]

63[58]

63[57]

70

65

70

65

2

近接
空間

近接
空間

背後
地

背後
地

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

10.2

4.2

0

0

20

20

0

0

27

20

58[58]

58[58]

57[57]

57[57]

58[58]

58[58]

58[58]

57[57]

74[69]

74[66]

69[62]

69[61]

74[69]

74[66]

69[64]

70[63]

74[69]

74[67]

69[63]

69[63]

74[69]

74[67]

69[65]

70[64]

70

65

70

3

近接
空間

近接
空間

背後
地

背後
地

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

4.2

1.2

0

0

20

20

0

0

20

20

62[62]

62[62]

59[59]

59[59]

59[58]

58[57]

57[57]

57[56]

73[68]

74[65]

69[61]

68[60]

73[68]

74[65]

69[61]

68[60]

74[69]

74[67]

69[63]

69[62]

73[69]

74[66]

69[62]

69[62]

59[58]

58[58]

56[56]

55[55]

55[54]

54[54]

54[53]

53[52]

68[63]

68[60]

63[55]

62[54]

67[63]

68[60]

63[55]

63[54]

68[64]

69[62]

64[59]

63[58]

67[63]

68[61]

64[57]

63[56]

70

65

70

65

4

65

60

65

60

65

60

65

65

60

65

60

65

60

70

65

55[55]

54[54]

54[54]

53[53]

55[55]

54[54]

55[55]

54[54]

68[63]

68[61]

63[56]

63[55]

68[63]

68[60]

63[58]

64[57]

68[64]

68[62]

64[58]

64[57]

68[64]

68[61]

63[59]

64[58]

66

65

54

54

63

61

61

60

67

66

62

61

62

61

50

50

57

55

56

55

63

62

57

56

近接
空間

背後
地

4.2

1.2

4.2

1.2

0

0

20

20

5

一宮市
浅野長池

一宮市
朝日2丁目・
一宮市
赤見3丁目

一宮市
高畑町 2丁目・
一宮市
東島町 2丁目

一宮市
佐千原梅坪

一宮市
大毛八幡

1.2 20 57[57] 69[62] 70[63] 53[53] 64[56] 64[58]
65 60

※1 [ ] 内の数値は、環境保全措置を講じた値です。
※2 予測地点は、住居等の保全対象や道路構造、交通条件により設定しました。
※3 表中の名岐道路及び名岐道路以外の道路の騒音レベルは、それぞれの道路の寄与分を示します。予測結果は、両寄与分を合成した値です。
【環境保全措置】
国道 22 号の歩車道境界に地上から高さ 1mの遮音壁を設置（番号1～4）
中間 IC ランプ部（番号2）又は国道 22号の中央分離帯部（番号3、4）に地上から高さ 3mの遮音壁を設置
国道 22 号に排水性舗装を敷設（番号1～4）

[単位 dB]

２. 騒音
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[ 建設機械の稼働 ]

振動レベルの 80％レンジの
上端値（ 10）

「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第
58号）による特定建設作業の規則に関する基準

特定建設作業の場所の敷地の境界線にお
いて、75dBを超える大きさのものでな
いこと。

[工事用車両の運行 ]

※1「昼間」は7時～ 20時を示します。
※2「第 1種区域」及び「第2種区域」は、振動規制法の基づく指定地域の区分を示します。

振動レベルの 80％レンジの
上端値（ 10）

「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第
58号）第十二条に基づく道路交通振動の限度

第 1種区域 昼間 65dB以下
第 2種区域 昼間 70dB以下

※1「昼間」は7時～ 20時、「夜間」は 20時～7時を示します。
※2「第 2種区域」は、振動規制法に基づく指定地域の区分を示します。

[自動車の走行 ]

振動レベルの 80％レンジの
上端値（ 10）

「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第
58号）第十二条に基づく道路交通振動の限度

第 2種区域 昼間 70dB以下
        夜間 65dB 以下

 建設機械の稼働に伴う振動は、
基準又は目標の値以下になると
予測されます。

３.振動

工事用車両の運行に伴う振動は、基準又は目標の値以下になると予測されます。

自動車の走行に伴う振動は、
基準又は目標の値以下になると
予測されます。

[単位 dB]

予測地点 区域の
区分 予測

結果
基準
又は
目標

予測
結果

基準
又は
目標

昼間 夜間
振動レベル（ 10）

西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側
南西側

1

2

3

4

5

70 65

51
51
51
51
51
50
52
52
52

51
51
50
50
50
50
52
52
51

第2種
区域

一宮市浅野長池

一宮市佐千原梅坪

一宮市大毛八幡

一宮市朝日 2丁目・
一宮市赤見 3丁目
一宮市高畑町 2丁目・
一宮市東島町 2丁目

番号

一宮市常願通 6丁目・
一宮市常願通 7丁目

西側
東側
西側
東側

一宮市赤見 4丁目

番号 予測地点 基準又は目標振動レベル（ 10)

75

[ 単位 dB]

53
53
66
68

1

2
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【基準又は目標】（振動）【基準又は目標】（振動）

[ 単位 dB]

一宮市朝日 2丁目・
一宮市赤見 3丁目

一宮市島崎 1丁目・
一宮市平島 1丁目

1

2

予測地点
基準
又は
目標

振動
レベル
（ 10）

区域
の区分

一宮市佐千原梅坪3

52
52
51
51
45

45

西側
東側
西側
東側
西側
東側

70
第 2種
区域

一宮市浅野花ノ木

一宮市更屋敷五反畑4

5

予測地点
基準
又は
目標

区域
の区分

一宮市両郷町 3丁目・
一宮市常願通 9丁目6

45

45

49

49
43
43

西側
東側
西側
東側
西側
東側

70

65第1種
区域

第2種
区域

振動
レベル
（ 10）

※1予測は、工事用車両平均日交通量が最大になると予想される時期を対象としています。
※2 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における道路敷地境界としました。

※1予測は、振動の影響が最も大きい工種を対象としています。
※2 予測地点は、住居等の保全対象や工事計画により選定した断面における工事敷地境界（道
路敷地境界）としました。

※ 予測地点は、住居等の保全対象や道路構造、交通条件により選定した断面における道路敷地
  境界としました。



環境影響評価の結果の概要

<騒音>

<振動>

dB（デシベル）  
Ａ5       :

Ａ , F m a x 5    :

Ａ e q      :

B地域      
C 地域      

音や振動の大きさを表す単位です。
騒音レベル（Ａ特性）の90％レンジの上端値を示します。
90％レンジとは、多数個の騒音値を大きい順に並べた場合に、最高値と最低値の側からそれ
ぞれ5％ずつ除外したものであり、 Ａ5 は残った値のうち上端の値を指します。
Ａ5 とほぼ同様の意味ですが、建設機械などのうち間欠騒音(間欠的に発生し､1回の継続時
間が数秒以上の騒音)や衝撃騒音(継続時間が極めて短い騒音)の予測・評価では Ａ,Fmax5 を
用いています。
等価騒音レベル（A特性）を示します。 Aeq は変動する騒音レベルのエネルギー量の平均    
値であり、不規則で大幅に変動する騒音の評価値の一つで、人の感じ方との対応が良いとされ
ています。
人間の耳に聞こえる感覚量に補正した音（特性）であることを意味します。
主として住居の用に供される地域を示します。
相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域を示します。
幹線交通を担う道路に近接する空間で、幹線交通を担う道路の車線数の区分に応じ、道路端
から以下に示す距離の範囲を示します。
2車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  15m
2車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 20m

近接空間以外の区域を示します。

10                  :

第1種区域   :

第2種区域      

振動レベルの 80％レンジの上端値を示します。80％レンジとは、多数個の振動値を大きい
順に並べた場合に、最高値と最低値の側からそれぞれ 10％ずつ除外したものであり、 10 は
残った値のうち上端の値を指します｡ 振動の予測・評価では 10 を用いています。
良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住民の用に供され
ているため、静穏の保持を必要とする区域を示します。
住居の用に併せて商業、工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活
環境を保全するため、振動の発生を防止する必要がある区域及び主として工業等の用に供さ
れている区域であって、その区域内の住民の生活環境を悪化させないため、著しい振動の発
生を防止する必要がある区域を示します。

A特性                 :

近接空間             :

背後地              :

－13－

騒音のめやす dB（デシベル）

パチンコ店内

地下鉄の車内
航空機の機内

セミの声
バスの車内

銀行の窓口周辺

書店の店内
美術館の館内

図書館の館内

人体に生理的影響が生じはじめる

深い睡眠にも影響を感じる

浅い睡眠に影響がではじめる

振動を感じはじめる

人体に感じない

振動のめやす dB（デシベル）

用語

４. 低周波音

５. 水質

自動車の走行に伴う低周
波音は、参考となる値以下
になると予測されます。

対象道路は、概ね既存道路の敷地内で計画されており、地形の改変による裸地等の発生が極力抑えられているた
め、水の濁りの影響は極めて小さいと予測されます。

[単位 dB]

番号

1

2

3

4

5

81

80

78

77

74

88

87

85

85

82

予測地点
1～ 80Hz の
50％時間率

音圧レベル（ 0）

1～ 20Hz の
G特性 5％時間率
音圧レベル（ G5）

参考
となる値

50  90
G5 100

一宮市浅野長池

一宮市赤見 3丁目

一宮市東島町 2丁目

一宮市佐千原梅坪

一宮市大毛八幡

【参考となる値】（低周波音）【参考となる値】（低周波音） 一般環境中に存在する低周波音圧レベル
1～ 80Hz の 50%時間率音圧レベル（ 50)

ISO 7196 に規定されたG特性低周波音圧レベル
1～ 20Hz のG特性 5%時間率音圧レベル（ G5）

90dB以下

100dB 以下

<低周波音>
低周波音      
50      :

G5       :

人の耳には感知し難い低い周波数（一般に 100Hz 以下）の空気の振動をいいます。
50％時間率音圧レベルを示します。音圧レベルの値を大きい順に並べた場合、ちょうど中央
に位置する値を示します。
5％時間率音圧レベル（G特性）を示します。Ｇ特性とは、一般的に人の耳には聞こえないと
される超低周波音（20Hz 以下の低周波音）の人体感覚を評価する指標です。

－14－

用語

※ 予測地点は、住居等の保全対象や道路構造、交通条件により選定した断面における住居等の位置の
  地上 1.2mとしました。



６. 日照阻害

【参考となる値】（日照阻害）【参考となる値】（日照阻害）

「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」
（昭和 51 年建設省計用発第4号） 2階 5 時間

対象道路周辺の住居が存在する位置に
おいて、参考となる値を超過する新たな
日影は生じないと予測されます。

７. 動物

対象道路は、概ね既存道路の敷地内
で計画されており、現地調査で確認さ
れた重要な種の主な生息環境の改変や
質的変化はほとんど生じないため、重
要な哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、
昆虫類、底生動物及び陸産貝類の生息
環境への影響はない又は極めて小さい
と予測されます。

対象道路は、概ね既存道路の敷地内
で計画されており、現地調査で確認さ
れた重要な種の生育環境の改変や質的
変化はほとんど生じないため、重要な
植物の生育環境への影響はない又は極
めて小さいと予測されます。

８. 植物

９. 生態系

対象道路は、概ね既存道路の敷地内で計画されており、現地調査で確認された注目種の主な生息・生育基盤の
改変や生息・生育環境の質的変化はほとんど生じず、注目種の生息・生育環境への影響は極めて小さいため、地
域を特徴づける生態系への影響は極めて小さいと予測されます。

予測地点

西側
東側
西側
東側
西側
東側
西側
東側
南西側

1

2

3

4

5

一宮市浅野長池

一宮市佐千原梅坪

一宮市大毛八幡

一宮市朝日2丁目・
一宮市赤見3丁目

一宮市高畑町2丁目・
一宮市東島町2丁目

予測
高さ

2階
（4ｍ）

2階で
5時間

参考と
なる値

高架構造物設置後
の日影時間
2時間未満
1時間未満
1時間未満
4時間未満
1時間未満
5時間未満
1時間未満
4時間未満
1時間未満

番号

環境影響評価の結果の概要

－15－

※1 予測は、道路の設置が完了する時期の冬至日を対象としています。
※2 予測地点は、沿道状況、周辺地盤との高低差等により選定しました。

項目 確認種数

7目     9科 28種

13目180科844種

1目  12科  25種

7綱 13目  24科  41種

２目   6科   9種
1目   3科 5種

14目   30科 62種

4目   7科 9種 ホンシュウカヤネズミ（1種）
チュウサギ、クイナ、バン、ジュウイチ、ケリ、
イカルチドリ、ハイタカ、オオタカ、ハヤブサ、
オオムシクイ（10種）

ニホンイシガメ、ニホンスッポン（2種）
トノサマガエル、ナゴヤダルマガエル（2種）
タビラ類の一種、カワヒガイ、ゼゼラ、イトモ
ロコ、ドジョウ、ミナミメダカ（6種）
ノシメトンボ、アシナガモモブトスカシバ、
ギンモンアカヨトウ、コガムシ、キオビクビボ
ソハムシ、ヤマトアシナガバチ、アオスジクモ
バチ、キアシハナダカバチモドキ（8種）
マルタニシ、ヒラマキミズマイマイ、ドブガイ
属の一種（3種）
ナガオカモノアラガイ、ヒメカサキビ、オオウ
エキビ（3種）

重要な種
哺乳類

鳥類

爬虫類
両生類

魚類

昆虫類

底生
動物
陸産
貝類

項目 確認種数・群落数

19群落

133科 681種 ナガエミクリ、ミズタカモジグサ、カワヂシャ
（3種）

重要な種

植物相

植物群落 ―

１０.景観

対象道路によって改変を受ける主要な眺望点及び景観資源はありません。また、対象道路は周辺建物により
遮蔽され目立ちにくくなっているため、主要な眺望景観の変化は極めて小さいと予測されます。
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一宮市役所からの眺望一宮市役所からの眺望

ツインアーチ 138からの眺望ツインアーチ 138からの眺望

<景観>
主要な眺望点        :           
景観資源                      :
主要な眺望景観                 :

不特定かつ多数のものが利用している景観資源を眺望する場所を示します。
景観として認識される自然的構成要素として位置づけられるものを示します。
主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観を示します。

用語

対象道路が見える範囲

対象道路が見える範囲

＜完成後＞＜完成後＞

主要な眺望景観

※ 景観資源は、7ページ「景観・人と自然との触れ合いの活動の場・地域の歴史的文化的特徴を生かした環境の状況」をご覧ください。

＜現況＞＜現況＞

＜完成後＞＜完成後＞

＜現況＞＜現況＞



１２. 地域の歴史的文化的特性を生かした環境の状況

対象道路の整備に伴い、一部の既設横断ボックスを廃止する計画としていますが、大江川沿いのウォーキング
コース（市北東部 大江川河畔（浅井山公園～中保健センター））については、関係機関と協議の上、利用者に
対する付近の横断歩道への誘導等を適切に行うこととしており、人と自然との触れ合いの活動の場に関する影響
は極めて小さいと予測されます。

１１. 人と自然との触れ合いの活動の場

ウォーキングコースウォーキングコース 浅野公園（一宮つつじ祭り）浅野公園（一宮つつじ祭り）

常保寺のイチョウ常保寺のイチョウ 伊冨利部古墳伊冨利部古墳

 建設発生土は211.5千m3、コンクリート塊は3.3千m3、アスファルト・コンクリート塊は20.2千m3が発生し、
建設汚泥及び建設発生木材については、ほとんど発生しないと予測されます。
なお、建設発生土、コンクリート塊及びアスファルト・コンクリート塊については、発生量の全量を区域外へ

搬出します。
 また、環境保全措置を実施することで、廃棄物等に関する影響の回避又は低減を図ります。

１３. 廃棄物等

【環境保全措置】工事間流用の促進
再資源化施設への搬入等による他事業等での利用

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量は、工事期間において約 7,730 tCO2 発生すると予測されますが、環境
保全措置を実施することで、温室効果ガス等に関する影響の回避又は低減を図ります。

１４. 温室効果ガス等

工事用車両の運行及び道路の存在による地域の歴史的文化的特性を生かした環境の状況への影響はないと予測
されます。

環境影響評価の結果の概要
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【環境保全措置】作業者に対する建設機械の省エネ運転の指導
作業者に対する工事用車両のエコドライブの指導

総合評価

－18－

本環境影響評価は、以下に示す環境要素について
調査、予測、環境保全措置の検討及び評価を行いました。

■大気質（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質） ■大気質（粉じん等）
■騒音 ■振動 ■低周波音 ■水質 ■日照阻害 ■動物 ■植物 ■生態系
■景観 ■人と自然との触れ合いの活動の場
■地域の歴史的文化的特性を生かした環境の状況 ■廃棄物等 ■温室効果ガス等

■騒音（建設機械の稼働、自動車の走行） ■廃棄物等 ■温室効果ガス等

■大気質（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質） ■大気質（粉じん等）
■騒音（工事用車両の運行） ■振動 ■低周波音 ■水質 ■日照阻害
■動物  ■植物  ■生態系  ■景観 ■人と自然との触れ合いの活動の場
■地域の歴史的文化的特性を生かした環境の状況

基準又は目標、参考となる値を満足及び影響がない又は小さいと予測・評価した項目

環境保全措置を実施することで、回避又は低減されていると評価した項目

予測・評価結果

なお、今後の工事計画等の詳細な検討にあたっては、環境影響評価の結果に基づき環境保全に十分配慮して行う
ものとします。さらに、工事中及び供用後において現段階で予測し得なかった環境保全上の問題が生じた場合には、
関係法令に基づき、環境に及ぼす影響について調査し、必要に応じて適切な措置を実施することとします。

調査及び予測の結果、並びに環境保全措置の検討結果を踏まえ、対象道路事業の実
施に係る環境影響評価項目に関する影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる
限り回避又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての
配慮が適正になされていると総合的に評価します。


